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1 はじめに 

 これからの環境配慮型社会の実現に向けて、都市計画の分野ではコンパクト・シティが提唱さ

れている。居住圏を改めて限定し、交通をはじめとする社会インフラの効率化を上げることで、

低炭素社会にふさわしい都市の構築を試みている取り組みである。そうした取り組みは重要であ

る一方で、人々の生活に非常に大きな影響を与えるために十分に慎重である必要がある。 

 近頃、「買い物難民」という言葉が新聞、テレビで聞かれるようになった。本格的な人口減少

社会、少子高齢化社会の到来により、普段の生活に必要なものすら自らの手では購入できない人

達が増加している。大きな都市構造を考える一方で、このような地域に住む人々の生活にも目を

向ける必要がある。 

 低炭素社会という大きな枠組みを考えるにあたり、日々の生活サービスの充実やコミュニティ

の形成につながるようなものを提案したい。特に少子高齢化社会の到来を重く受け止めており、

コンパクト・シティをはじめとして広く議論されている、「歩いて暮らせる」という基本的テー

マを捉えたものである。 

 本提案は、コンパクト・シティとは異なる、低炭素社会にふさわしい都市のもう一つの選択肢

を与えることを目的としている。今ある都市構造を活かしながら、モビリティが機能を運びサー

ビスを提供することで、人々の都市における生活を支えていくシステムを提案する。すなわち、

これからの社会に必要とされるモビリティによるユニバーサル・サービスの構築に、真正面から

取り組むものである。 

 

2 動く機能 

2.1 機能固定の限界 

 コンパクト・シティをはじめとする限定された居住圏における社会インフラの効率化は、「周

辺」の人口を減らし、都市の「中心」により密集させるというものが一般的である。一方、本提

案では「周辺」において、都市の「周辺」の持つ良さを活かしながら、豊かな生活を持続させる

可能性を示したい。そのためにはまず、「周辺」に日々の生活を支える機能が必要である。 

 「周辺」に必要な機能をどう配置するのか。一般的な方法としては、各地区の中心的な場所に

機能を配置する、つまり、ハコを用意しそこに必要な機能を入れる。それは役所の機能の場合も、

医療の機能の場合も、図書館のような文化的な機能の場合もある。地区の中である程度人が集ま

れる、アクセスの比較的よい場所に建物を建設し、人々がそこを訪れ利用する。これが、「周辺」

に機能を配置する際に考えられる一番目の回答であるだろうし、日本全国多くの地域でとられる

対応であろう。 

 しかし、私たちはその対応に限界を感じている。ハコものとして機能を固定する。それは、地

域の暮らしを支える生活サービスの供給に、限界値、つまりサービス供給の終焉を自ら設定して

いるのではないだろうか。機能を固定する場合、ある程度の需要が常に存在することが前提で、

その上で効率よくサービスを提供することを狙っている。しかし、需要がある程度までなくなっ

てしまうと、その効率性は崩れる。施設の維持が困難になり、施設が閉鎖する可能性がある。現

に、日本の地方都市では、病院等の施設が次々と閉鎖している状況がある。これからの人口減少、

少子高齢化社会を考えると、その危険性は非常に高いと考えられる。特に高齢者が増加すると、

地区内での移動も簡単ではなく、施設へのアクセスすら重要な課題となってしまう。 

2.2 機能を動かす 
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の必要性 

「ぷらっと」

とができるオ

かし、その状

の必要性 

つ可能性を

ジネスモデル

となく、持続

ことで、全体

ができる。一

えていくこと

うと、ボラン

り立ち、資金

ではないだろ

実現には、都

様々な主体を

ることから、

る。 

ながりを生む

のように人を

である。「中心

」を介して、

交流、あるい
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システムは

非常に効率の

場を設けるこ

のシステムを

取市)という

こでの活動を

のシステム

オーガナイザ

状況に応じて

活かしてい

ルの確立を模

続性のあるシ

体として収支

一人では立ち

とができる。

ンティアや助

金が回るよう

ろうか。 

市全体を見

を横断して議

「たなカー」実

む可能性も持

を運ぶサービ

心」のモノが

人・モノ・

いはその萌芽

     

、既存の都

のよいシステ

ことで、地域

を実現するた

う２つのフィ

を踏まえた、

ム構築には、

ザーが必要で

フレキシブ

くためには、

模索している

システムを運

支のバランス

ち向かえない

 

助成金に頼り

にすること

ることのでき

議論を進めて

実現への道は

っている。

ビスが出てく

が「周辺」へ

情報が混じ

芽が見られる

    fi

市構造に大

テムである。

域での生活を

ために、郊外

ィールドにお

今後の課題

必要な機能

である。住民

ルにサービ

、新たな組織

。ビジネス

運営すること

が取れてい

い状況も、ネ

がちだが、

で、質の高

きる広く総合

ていかなけれ

は始まる。そ

「たなカー」

るだろう。

へと運ばれる

じり合う。今

のではない
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きな手は加え

そして、誰も

を持続させる

外型ニュータ

おいて、住民の

題と展望を整

を決定・手配

と対話し住民

スを変化させ

織が必要であ

モデルとし

ができる。

れば、経営の

ットワーク化

それでは持続

いサービス

合的な目が必

ればいけない

そこを切り開

は機能を運

モノだけで

る。「中心」

今までにはな

いか。 
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えずに、今あ

もが歩いて行

ことができ

タウン(千葉県

の方と恊働で

整理しておく

配し、総合的

民のニーズを

せていけるよ

ある。私たち

て成り立て

また、組織の

の苦しい個人

化されたシス

続性がない。

が提供でき

必要である。

い。それらの

開いていくこ

運ぶだけ

でなく、

の人が

なかった
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あるもの

行ける距
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で活動し
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的にネッ

を汲み取

ような組

ちは現在、

ば、特定

のもとネ

人個人を

ステムの

。ビジネ

、魅力あ

行政、

主体が

とが、


